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●表紙の作品について

　髙山　辰雄（たかやま　たつお）1912年－2007年
　《朝》 1973年　60.6×90.9cm　紙本着色　大分市美術館蔵

　髙山辰雄は大分市生まれの日本画家。1934（昭和９）年、第15回帝展で《湯泉》が初入選。1936（
昭和11）年、東京美術学校卒業。戦後日展を中心に活動し、1982（昭和57）年、文化勲章受章。1983
（昭和58）年、大分市名誉市民となった。本作は、夜明けの清澄な風景を背景にして、画面左を静か
に見つめる人物が描かれる。髙山のライフワークとなった日月星辰展の第１回展出品作。


